
広い山に、みんなで手分けして 600 本の苗木を植樹

自分たちの手で森を育てよう
第 15 回内子の森づくり

　人と自然の共生を目指し、「エコロジータウン」を実現
するための取り組みの一つとして３月 28 日、第 15 回内
子の森づくりが行われました。
　同森づくりは、愛媛新聞社が主催する「照葉の森づく
り」の協賛。緑の少年団やボーイスカウトの団員など約
100 人が参加し、小田深山千年の森公園内にブナやケヤ
キなど 16 種類・600 本の苗木を植えました。参加した子
どもたちは「大きくなった木を見に来たい」と語り、生
育を楽しみにしていました。

　４月１日付けで㈳内子町社会福祉協議会（小川浩
ひ ろ

司
し

会
長）へ業務が移管された内子保育園（浦上恵

え

津
つ

子
こ

園長）お
よびくるみ保育園（髙橋幸

さ ち

園長）は４月４日、それぞれ
入園式を行いました。
　内子保育園は０～５歳までの 68 人、くるみ保育園は
同じく 79 人の園児が、保護者や保育士と一緒に元気に
入園。小川会長は両園の式典に出席し、「これまで以上に
研修を積み、保育の質の向上に努めます」とあいさつし
ました。また、園長をはじめ職員一同が力を合わせ、保
護者や地域と手をつなぎながら子どもたちの健やかな成
長を支えていくことを約束。最後にみんなで歌を歌い、
園児は楽しい保育園生活をスタートさせました。

業務移管後の保育園で入園式
内子保育園・くるみ保育園

　さまざまな手工芸の技能を持つ職人たちが連携し、新
たな商品開発を目指す内子手しごとの会（上隅一

い ち

郎
ろ う

代表）
は３月 27 日、内子座で、これまでの活動の成果として制
作された「内子彩あんどん」の完成披露を行いました。
　同会は八西・大洲・喜多地域雇用促進協議会の助成を
受け、昨年 11 月から「内子町らしい、内子町の風土や文
化に合ったものづくり」のための勉強会を開催。デザイ
ナーである山内敏

び ん こ う

功さん（松山市）指導の下で、制作に
取り組んできました。
　完成したあんどんは、立方体の木枠の４面に、和紙な
どで作られた仕切りを自由に組み合わせて入れること
ができるデザイン。訪れた人たちは作品をじっくりと眺
め、その出来栄えを確かめていました。

「内子彩
い ろ

あんどん」完成
内子手しごとの会

木工、和紙、鍛
か

冶
じ

など、個々の技能を合わせて作られたあんどん

未来へつなぐために
町並み保存計画見直し調査を実施中

　八日市護国伝統的建造物群保存地区見直し調査の中間
報告会が３月 21 日、八日市自治会館で開かれました。
　現在の町並み保存対策は、昭和 56 年策定の保存計画
に基づくもの。現状の課題を解決し、新しい将来像を描
くため、計画の見直しが求められていました。同調査は、
見直し調査委員会（会長・九州大学大学院西山徳

の り

明
あ き

教授）
が進めており、今年度末に報告される予定です。

20 年５月から始められた調査の状況を説明する西山教授

演奏はもちろん、舞台上でのパフォーマンスにも力が入っていました

音楽で「旅」にご案内
内子高等学校吹奏楽部 定期演奏会

　内子高等学校吹奏楽部（池田 努
つとむ

顧問）は３月 22 日、内
子座で、第８回定期演奏会を開きました。
　同演奏会では、１年生 12 人、２年生 10 人、計 22 人の
部員が、「旅」をテーマにクラシックからポップスまで幅
広い楽曲を演奏。寸劇や顧問の先生たちの歌なども交え
ながら、元気いっぱいのステージを繰り広げ、観客を楽
しませていました。

　内子町の観光振興の拠点としてＪＲ内子駅隣に整備さ
れた「旅里庵」（指定管理者・ＮＰＯ法人プロジェクトＡ．
Ｙ、大西啓

け い

介
す け

理事長）が３月 22 日、開設１周年を記念し、
ＪＲ内子駅と共同で「レトロ祭り」を開催しました。
　当日はあいにくの雨模様となったため、会場を駅前か
ら内子自治センターへ変更。鉄道模型の展示や乗馬体
験、歌声喫茶、バザーなど、さまざまな催しが行われ、家
族と一緒に訪れた子どもたちは大喜びの様子でした。

１周年の感謝を込めて
「旅

たび

里
り

庵
あん

」のレトロ祭り  開催

本物そっくりに作られた大型の鉄道模型に目を輝かせる子どもたち

赤や黄色などの原色を中心に５色の花が鮮やかに咲きそろいました

2,500本のチューリップが満開
渦岡さんの畑で

　内子座のすぐそばにある畑で渦岡節
せ つ

子
こ

さん＝内子２＝
が育てた 2,500 本のチューリップが４月上旬に見ごろを
迎え、通りかかる観光客たちの目を楽しませました。
　渦岡さんは８年ほど前から同じ畑でチューリップを栽
培。最初は 400 本だった数も年々増え、現在は 2,500 本
に。消毒はせず、土作りから丁寧に手をかけて育ててい
ます。「楽しくてやっているから全然大変じゃないの。咲
くとうれしくて」と笑顔で話してくださいました。 ㊤内子保育園　㊦くるみ保育園

うちこ往来 楽しい行事や新しい活動など、地域の情報をお寄せください。広報 ･ 広聴係が伺います
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